
令和５年３月６日

「パレット循環スキームによる物流効率化調査報告書」

最終報告書取りまとめ

当連合会の経営効率化委員会のもとに令和３年６月に設置された物流標準化調査小委員会

(座長：東京女子大学 二村真理子教授)にて、パレットの標準化に関する調査検討を実施し

てきた。令和５年１２月２２日に開催された最終回となる第８回の会合では今まで当小委員

会にて行ってきたアンケート調査や討議の取りまとめと総括が行われた。今般、これらの調

査検討の結果を報告書に取りまとめましたので公表する。

本書を各企業で活用してもらうべく、小委員会参加企業・協力企業で共有する以外にも広

く販売（※）することにした。
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